
Ｕ３５-KYOTO事業について

①project（プロジェクト）

資料４

④tabloid（タブロイド）

Ｕ３５-ＫＹＯＴＯ事務局
・概ね35歳以下の京都で活躍する若⼿経営者、ＮＰＯ職員や⼤学⽣等の２５名で構成（R2.10.12時点）
・令和元年10⽉から企画会議を⾃主的に⽴ち上げて、下記3の事業について議論・検討しました。

２．実施主体

３．事業内容（令和２年８⽉１⽇から事業⽴ち上げ）
②media（メディア）

③交流会

１．目的
・若い世代の主体的で社会的な活動を、広くまちに発信し、共感の輪を拡げ、市⺠の皆様の⾃発的な⾏動につなげていきま
す。
・次期京都市基本計画に掲げられた「市⺠の役割」を、具体的な活動を通じて例⽰し、策定過程から次期京都市基本計画
の内容を市⺠の皆様と共有します。



①projectについて

・次期京都市基本計画に掲げる未来像を実現するための京都の望ましい未来に向けた公益性の
高い取組を広く募集︕
・事務局メンバーによる相談会を過去3回開催（ 8/24・9/24・9/28）
⇒合計２２組の事業者や学生団体等が参加（10⽉〜12⽉も⽉１回開催予定︕）
・ここで⽣まれた取組は、次期京都市基本計画で掲げた「市⺠の役割」として例⽰することで、策定
過程から次期基本計画の内容を市⺠の皆様と共有します。また、その取組に対する共感の輪を広
げ、取り組んでいる⼈たちへの応援や連携を生み出すとともに、市⺠の皆様の⾃発的な⾏動につ
なげていきます。



プロジェクト①
令和版の番組小学校
～まち全体が学びのキャンパス～

●参加する団体（想定）
株式会社MIYACO、一般社団法人HASSYADAI.social
PaKT company合同会社、株式会社COLEYO
合同会社なんかしたい など

重点戦略「担い⼿成⻑⽀援戦略」 戦略を推進するうえでの役割分担 での位置付け

②⼦ども・若者が主体的に学び合い・育ち合う環境づくり

●プロジェクトの概要（案）
・多様性に富む⺠間教育事業者をつなげるプラットフォームを設
⽴し、⼦ども・若者の個性に応じた特⾊ある教育プログラムが提
供できる仕組みを構築します。
・京都の未来を創造する担い⼿の育成に必要な教育のあり方
を議論し、⾏動に移すために、関係機関と連携を図り、教育プ
ログラムやイベントなどのプロジェクトを開発します。

牽引する重点戦略

市⺠・団体 企業・事業者
⼦どもの主体的な学習支援 企業による就業体験等により

学⽣の成⻑を後押し

昭和6年竣工時の正門（明倫百年記念誌より）



プロジェクト②
家に居たい人の「ハローワーク」をつくる

●参加する団体（想定）
シンク・アンド・アクト株式会社、株式会社MIRISE
株式会社革靴をはいた猫、株式会社四季
一般社団法人暮らしランプ など

重点戦略「社会・経済価値創造戦略」 戦略を推進するうえでの役割分担 での位置付け

④多様で柔軟な働き方の促進・⽣産性の向上

●プロジェクトの概要（案）
・新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響で、家にいながら働くこ
とが珍しくなくなりました。
・こうした社会情勢の変化を捉え、家にいながら社会と関わる一
歩を踏み出し、在宅ワークを通じての試⽤雇⽤や仕事の機会
を得ることのできるプラットフォームをつくることで、多様な方々に
とって柔軟で働きやすい環境を提供します。

牽引する重点戦略

市⺠・団体 企業・事業者
持続可能な社会形成のための
主体的な⾏動

多様な担い⼿が学びやすい、
働きやすい環境整備



②mediaについて

・ウィズコロナ社会のなかでも、社会の変化に柔軟に対応し、主体的に⾏動する若⼿市⺠の皆様の
活動内容を情報発信することを通じて、市⺠の皆様に共感の輪を広げて、若⼿市⺠の皆様への応
援や連携を生み出すとともに、市⺠の皆様の⾃発的な⾏動につなげていきます。



③交流会について

④tabloidについて

・Ｕ３５-ＫＹＯＴＯ事務局メンバーの中でタブ
ロイド制作チームを創設︕

・本事業での成果を踏まえ、次期京都市基本計
画に掲げる市⺠の役割を主体的に実践する市⺠
の姿として⽰すことで、次期基本計画の内容を分
かりやすく市⺠の皆様に周知するためのタブロイ
ド紙を来年の春頃に発⾏する予定です。

・Ｕ３５-ＫＹＯＴＯに参加していただいたメンバーや京都市職員等が交流し、これからの連携につ
ながるような招待制の交流会を開催する予定︕
・新型コロナウイルスの影響も状況も踏まえつつ、可能であれば１００名規模の⼤規模な交流会を
１１⽉と来年の春頃に計画しています。


